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日本列島はいよいよ梅雨期に入り，しとしと雨が降り続く日々が続いています．

ここ那須野が原では，ひときわ木々の緑が冴え，紫陽花が目を引く美しい季節でも

あります．

さて，本誌は2004年1月に刊行してから7年目を迎えました．これまでに投稿

していただいた論文は113編にのぼり，毎年その内容は充実してきています．この

ような状況を踏まえ，本誌では掲載された論文の中から「優秀論文」を選考し，毎年

表彰することにしました．第1回優秀論文はすでに選考済みであり，第11回日本

言語聴覚学会の会場で表彰することになっています．対象は，40歳未満の方が著

者である原著論文(2007～2009年掲載)であり，若い方々の研究への取り組みを奨

励し支援することを意図しています．

今号には，5編の原著論文(「脳底動脈閉塞症による重度嚥下障害に対し，マウス

ピースを用いた嚥下訓練が有効であった1例」，「全盲の失語症者の評価と治療―点

字と触覚の利用について」，「聴覚障害を持つ就学児童と家族への訪問および遠隔指

導」，「認知機能低下例へのマスキング法による発声アプローチ」，「診療報酬改定後

の嚥下障害患者の動向について」)が掲載されており，いずれも日々の臨床の中で発

想を得た優れた研究です．臨床と研究は表裏一体の関係にあり，よい研究は，よい

臨床の中から生まれてきます．研究は，論文発表によって完成しますので，多くの

方々が論文作成に向かわれますよう願っています．

(藤田郁代)
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